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H8S シリーズ DMAC レジスタ更新タイミング

H8S/2678 シリーズ、H8S/2655 シリーズ

H8S/2633 シリーズ、H8S/2357 シリーズ

H8S/2350 シリーズ、H8S/2338 シリーズ

H8S/2328 シリーズ
全ロット

以下参照
永年

　H8S シリーズに搭載している DMAC のレジスタ更新タイミングについて、下記の通り使用上

の注意事項を追加したく、お知らせいたします。

―記―

（1）　動作中の DMAC レジスタアクセス

　強制終了を除き、動作中(転送待ち状態を含む)のチャネルの設定は、変更しないで下さい。

動作中のチャネルの設定を変更する場合は、必ず、転送禁止状態で行って下さい。

　また、DMA 転送による DMAC レジスタへのライトは行わないで下さい。

－追加内容－

　動作中（転送待ち状態を含む）の DMAC レジスタリードに関しては以下のようになります。

（a）DMAC 制御はバスサイクルより 1 サイクル早く起動し、アドレス値を出力します。この

ため MAR は、DMAC 転送前のバスサイクルに更新されます。

（b）DMAC レジスタリード直後に DMAC の転送サイクルが起こる場合、図 2 の様に DMAC レジ

スタがリードされます。

－関連資料－

H8S/2678 シリーズハードウェアマニュアル

　　　　（平成 11年 9月 第 1版 ADJ-602-205）

H8S/2655 シリーズハードウェアマニュアル

　　　　（平成 10年 8月 第 5版 ADJ-602-117D）

H8S/2633 シリーズ、H8S/2633F-ZTAT™ハードウェアマニュアル

　　　　（平成 10年 12 月 第 1版 ADJ-602-187）

H8S/2357 シリーズ、H8S/2357F-ZTAT™ハードウェアマニュアル

　　　　（平成 10年 7月 第 2版 ADJ-602-171A）

H8S/2350 シリーズハードウェアマニュアル

　　　　（平成 9年 9月 第 2版 ADJ-602-143A）

H8S/2338 シリーズ、H8S/2328 シリーズ、H8S/2318 シリーズハードウェアマニュアル

（平成 11年 3月 第 1版 ADJ-602-192）
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（b）DMAC レジスタリード直後に DMAC の転送サイクルが起こる場合、図 2の様に DMAC レジスタがリード

されます。

図 2　DMAC レジスタの更新と CPU リードの競合
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【注】MAR 下位ワードは、[1]で更新された更新後の値がリードされます。

　動作中（転送待ち状態を含む）の DMAC レジスタリードに関しては以下のようになります。

（a）DMAC 制御はバスサイクルより 1 サイクル早く起動し、アドレス値を出力します。このため MAR は、

DMAC 転送前のバスサイクルに更新されます。

　図 1にデュアルアドレス転送モードにおける、DMAC レジスタの更新タイミング例を示します。

[1] 転送元アドレスレジスタ MAR 演算（ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ/固定）

　　　転送カウンタ ETCR 演算（ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ）

　　　ブロックサイズカウンタ ETCR 演算（ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ、ただし、ブロック転送の場合）

[2] 転送先アドレスレジスタ MAR 演算（ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ/固定）

[2']転送先アドレスレジスタ MAR 演算（ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ/固定）

　　　ブロック転送カウンタ ETCR 演算（ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ、ただし、ブロック転送で１ブロックの

　　　最終転送サイクルの場合）

[3] 転送アドレスレジスタ MAR 復元演算（リピート転送／ブロック転送）

　　　転送カウンタ ETCR 復元（ただし、リピート転送の場合）

　　　ブロックサイズカウンタ ETCR 復元（ただし、ブロック転送の場合）

【注 1】シングルアドレス転送の場合、更新タイミングは[1]のタイミングに準じます。

【注 2】MAR 演算は、DMA 内部アドレスの値に対してポストｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ/ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄです。

図 1　DMAC レジスタの更新タイミング
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